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【研究活動の要約】 

丹波地方では、生産性の高い精鋭樹“丹波一号”を独自に選抜し、植樹を進めている。本研究では、丹

波漆を他の地方で栽培されているウルシノキの系統と区別するための DNAマーカーを開発した。元（社）

林原共済会 岡山県真庭市蒜山植栽地には、全国各地から集められたウルシノキが栽培されている。福

島県から徳島県の 19個体についてその多型解析を行い、“丹波一号”を含めた各系統を区別する DNAマ

ーカーの開発に成功した。これらの成果の一部は、「丹波漆再興、科学で支援 府立大教授ら遺伝子解

析」として京都新聞に掲載された。 

【研究活動の成果】 

丹波地方では、生産性の高い精鋭樹“丹波一号”を独自に選抜し、植樹を進めている。元（社）林原共

済会 岡山県真庭市蒜山植栽地には、全国各地から集められたウルシノキが栽培されている。福島県か

ら徳島県の 19個体について、その DNAの多型解析を行い、“丹波一号”との比較を行った。まず、葉緑

体 DNAの tRNAL-Fマーカーを用いたところ、今回解析した国内産ウルシノキは全て日本型で中国型の個

体は存在しないことが分かった。この結果は、日本で栽培されているウルシノキが中国で栽培されてい

るウルシノキと異なった系統にある可能性を示唆している。続いて、より詳細に個体群間の識別が可能

になる cDNA-SSR マーカーを用いて、DNA 多型解析を行った.その結果、日本産の 18 個体の識別が可能

である事が分かった。 “丹波一号”(TNB)を他の国産ウルシノキと識別することができる cDNA-SSR マ

ーカーを開発する事に成功した。今後、このマーカーを使い，全国のウルシノキの峻別が可能になると

期待される。 

 

【研究成果の還元】 

H24/7/3 京都新聞「丹波漆再興、科学で支援 府立大教授ら遺伝子解析」掲載 

H24/5/26 「日本農芸化学会関西支部会第 474回公演会」要旨集 

（関連活動 NPO丹波漆関係） 

H24/6/14 両丹日日新聞「苗木から育てた「文化財の森」で漆掻き ＮＰＯ丹波漆が初鎌」掲載 

H24/6/15 京都新聞「丹波漆の技、映像作品に 生産や鎌入れ、 300年の歴史」掲載 

 

【お問い合わせ先】     学部（研究科） 植物分子生物学研究室  教授・椎名隆 

                     E-mail: shiina@kpu.ac.jp 
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